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令和２年度 

 

第３回在宅医療・介護連携推進協議会 

 

会議録（要旨記載） 

 

 

 

 

 

 

 
  日時：令和３年２月 

        

             

書面会議 
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１．出席者 

委員 

 伊藤  健（浜名医師会） 

 牛田 知宏（浜名医師会） 

 藤田 周子（湖西市医会） 

 尾崎 宏嘉（浜名歯科医師会） 

 塩野 州平（浜松市薬剤師会） 

 内山 大輔（介護老人保健施設まんさくの里） 

 鈴木 織江（浜名病院地域医療連携室） 

夏目志津子（市立湖西病院在宅支援室） 

前田 幸代（訪問看護ステーションはまな）  

 松井 喜恵（湖西市訪問看護ステーション） 

 内藤加代子（地域包括支援センター湖西白萩） 

 浅井 惠子（ケアプランセンター陽菜） 

 稲本 直子（サンシティあらい） 

 吉田 朝子（湖西市社協介護センターこさい） 

 山下いづみ（浜松市医師会 在宅医療推進員） 

 

  事務局 

   石田 裕之（長寿介護課長） 

   琴岡 文乃（長寿介護課長寿係長） 

      尾崎里佳子（長寿介護課保健師） 

   白井まり子（在宅医療・介護連携支援センター相談員） 

   村越 正代（健康増進課長） 

小野田健児（健康増進課課長代理） 
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２．会議次第 

 

1. 議事 

（１）市民への在宅医療講演会について（報告・追加） ・・・資料 1 

（２）令和３年度の多職種連携研修会計画について   ・・・資料２ 

（３）今後の議事録の取り扱い方法について 

  方法 

現状 郵送 

今後 
シズケア＊かけはしにてメール送信 

※希望者のみその他のメールまたは郵送対応 

（４）連携支援センター“縁”より          ・・・資料３ 

（５）その他 

  

2．次回案内 

次回６月 17 日（木）予定 6 月 24 日（木）予備日 
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１．議事 

（１）市民への在

宅医療講演会に

ついて（報告・追

加） 

 

 

 

 

 

 

 

（２）令和３年度

の多職種連携研

修会計画につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）今後の議事

録の取り扱い方

法について 

 

（４）連携支援セ

ンター“縁”より 

 

 

 

 

（５）その他 

（資料１・別紙アンケート集計参照） 

藤田委員）３月 27 日の２回目の講演会内容について、広田先生か

ら事前に情報があれば早目に教えてほしい。また、一般の方は 12

月に聞いた方も可能か。 

事務局）講演会資料ができ次第、連絡する。12 月参加者の申込み 

は可能だが、定員を超えるような場合には新規の方を優先したい。 

山下委員）アンケート結果見る限り多くの方に参加していただける

と良いと感じた。コロナ禍では、参加人数を制限せざるをえないた

め、次回企画にあるように講演内容を同時配信、オンデマンド配信

できるよう準備をお願いしたい。 

 

（資料２参照） 

夏目委員）問２の３つ目の意見について、「職権で」の意味がわか

りにくい。 

事務局）転記ミスで、「職種」の間違い。訂正をお願いします。 

藤田委員）歯科の先生とスムーズに連携が図れれば、非常に有難い。

塩野委員）７月の歯科について賛成。ACP についてはコロナの状況

次第で開催して欲しい。精神・引きこもり・8050 については外部講

師での講演はどうか。 

山下委員）8050 問題は、縁の相談でも対応した報告がある。介護保

険のみならず、世代を超えた対応について一度考える機会があって

も良いと思う。国の社保審でも「全世代型社会保障改革」について

議論されている。高齢者だけが対象ではないという時代かと思う。 

事務局）来年度の協議会で検討していきたい。 

 

（次第参照） 

事務局）基本的には「シズケア＊かけはし」にて議事録を送付する。 

ただし、その他メール希望した６名についてはメールとする。         

 

（資料３参照） 

藤田委員）社会資源など、すぐに役に立つ資料の作成をありがとう

ございました。 

鈴木委員）お助けブックの別冊「湖西市の社会資源」12 頁の身元保

証人に「合同会社 伍縁想」追加の検討をお願いします。 

事務局）湖西市の社会資源は随時追加します。 

 

松井委員）多職種連携研修会で、精神・身体障害に関わる専門職の

３．会議内容（要旨記載） 
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２．次回案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方にも参加してもらい、意見交換や勉強させてもらえると嬉しい。 

夏目委員）コロナ禍での活動は大変ですが、新しい形ができ、今ま

で以上に活発な意見交換や情報共有につながることを期待する。 

藤田委員）コロナ禍において訪問看護、施設・介護サービス事業所

でそれぞれの実情や問題点、検討努力している点などシェアできれ

ばと思う。また、8050 問題などは今後、検討していけたらと思う。 

山下委員）コロナ禍で参集での会議が難しい場合が今後もあると思

う。オンラインでの開催も視野に入れて企画することは今後ある

か？参集で顔を合わせる良さは捨てがたいが、オンラインとの併用

を今後は検討する必要があると思う。 

 

事務局）次回協議会開催は６月１７日（木）の予定。 

協議会委員の任期については５月３１日までとなっているため、今

期の会議は今回が最後の予定です。ご協力ありがとうございまし

た。次期の委嘱については、後日連絡させていただきます。 

令和２年度第３回在宅医療介護連携推進協議会を終了する。 
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